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名刺づくり Microsoft Word 
2 年賀状作り Microsoft Word 
カレンダーづくり Microsoft pp 

























ている O 以前は各教室に有線 LANポートが一つしかな
く，ハブを使用して接続する台数を増していた。しかし






























































































































































































































































































































































































































































































































































持づ一 自立活動の時間の指導 学習・生活協IJi1三の改 自己充実感と




3 終了」ができる。 がタブレット端末 とする興味の







































































































































































































































・アプリ:Google Chrome (Google) 
・タブレット端末:iPad2 (Apple) 
















(DRAGON NATURALLY SPEAKING) 
. PC : Elite Book (HP) 

































































































































































ィ機能が搭載されている O ここでは iPadを例にしてタ
ブレット端末のアクセシピリティ機能について述べる。
( 1) VoiceOver 
視覚をサポートする機能で画面をタッチした場所の情
報を音声でフィードパックする。
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4) (公財)日本障害者リハビリテーション協会 (2013). 
マルチメディアデイジー教科書. Enjooy DAISY， 
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対象学級は高等部 1~3 年生複式学級(男子 6名，女







る。タブレット端末の利用については. 3年生の内. 2 
名がアンドロイド OSのスマートフォンを利用しており，








































































































































































































































































〒113，(加031東京画面幅区小茂祖 2丁目 15-' ' 三臼m
.陣
図7 マップの画面






































た a)iPadとPCとの違いや利点をおさえること， b) 
呉体的な操作をスモールステップで見せ，説明すること
が効果を上げたと捉えている。また，生徒から「待ち合
わせに使いたいJ，1地図を使って出かけたいj等，具体
的な利舟場面が出てきた点が非常に良かった。これは
c)具体的な生活上の利用場屈を想定して演習させるこ
との効果であると捉えている。他方，今回， iPad利用
の幅は広がったが，利用に関する知識や理解が大きく深
まったわけではないと感じている。論理的な思考が苦手
な生徒たちに自由に錠わせるのであれば，事前に，様々
な設定で安心して袋えるような環境を設定することが重
要であると感じた。つまり，利用させる側の知識・理解
も重要であると感じた。
5. 今後の諜題と展望
iPadだけでなく，タブレット端末の普及と進化はま
だまだ続くことが予想される。それに伴い，新たなアプ
リや利用方法が変化していくものと考えている。生徒が
より良い生活を構築していく為のツールとして，その活
用に必要な指導内容をこれまで以上に検討していく必要
があるだろう。また，こういった，利用・活用の指導の
前にある，情報モラルや利用上の注意点に関する指導つ
いても，さらに深めていく必要があると感じている。
(文責薪藤豊)
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